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論文内容の要旨

本論文は，新規な導電性有機物質の創出と光・電子機能材料への応用を目的として，だ電子系側鎖基を有する非共役

系導電性高分子， π 電子系側鎖基を有するポリピロール，および構造を制御した π 共役系オリゴマーの設計・合成，

物性沿よび応用に関する研究結果をまとめたものであり，序論，本論 3 章，総括から構成されている。

序論では，本研究の背景，目的および意義について述べている。

第 1 章では，新規な一群の導電性高分子の開発を目的として，電気化学的手法を用いて非共役系導電性高分子を創

出し，それらの構造，導電性および応用について検討している。非共役系高分子の電気化学的ドーピングおよびピニ

ルモノマーの電解重合の新しい手法を確立し，カルパゾール， トリブェニルアミン，ピレン骨格を側鎖に有する新規

な非共役系導電性高分子を合成するとともに，それらの電子物性を明らかにしている。また，合成した新規非共役系

導電性高分子が二次電池の正極材料および光電変換素子の光活性材料として機能することを見いだしている。

第 2 章では，新しいタイプの光電変換材料の開発を目的として， π 共役系高分子ポリピロールに光・電子機能を有す

る π 電子系クロモフォアとしてのトリフェニルアミンをアルキルスペーサーで結合させた新規高分子を設計・合成

し，その光電変換特性を明らかにしている。

第 3 章では，新しい π 電子系有機物質として興味がもたれる重合度・重合位置を制御したオリゴチオフェンに着目

し，これまで研究の行われていなかった電気化学的手法に基づくオリゴチオフェンラジカルカチオン塩を調製し，そ

れらの導電性をラジカルカチオン塩の組成およびオリゴチオフェンの共役鎖長と相関させて明らかにしている。ま

た，オリゴチオフェンとペリレン顔料を組み合わせた pn ヘテロ接合型光電変換素子を作製し，それらの光電変換特性

をオリゴチオフェンの共役鎖長と相関させて明らかにするとともに，オリゴチオフェンが有機光電変換素子用の優れ

た p 型半導体として機能することを見いだしている。

総括では，各章で得られた知見をまとめている。

-494-



論文審査の結果の要旨

導電性有機物質は，電子物性，導電機構など基礎面からのみならず，光・電子機能材料への応用面からも興味がも

たれている。本論文は，新規な導電性有機物質の創出と光・電子機能材料への応用を目的として， π 電子系側鎖基を有

する新規非共役系導電性高分子， π 電子系側鎖基を有する新規ポリピロール，および構造を制御した π 共役系オリゴ

マーの設計・合成，物性および応用に関する研究結果をまとめたものである。その主な成果を要約すると次のとおり

でトある。

(1) 新規な一群の導電性高分子の開発を目的として，これまで研究の行われていなかった電気化学的手法による非

共役系導電性高分子を創出し，それらの構造，導電性を明らかにしている。また，合成した新規非共役系導電

性高分子が二次電池の正極材料および光電変換素子の光活性材料として機能することを見いだしている。

(2) 新しいタイプの光電変換材料の開発を目的として， π 共役系高分子ポリピロールに光・電子機能を有する π 電

子系クロモフォアとしてトリフェニルアミンをアルキルスペーサーで結合した新規高分子の合成に成功し，そ

の光電変換特性を明らかにしている。

(3) これまで研究の行われていなかった電気化学的手法に基づくオリゴチオブェンラジカルカチオン塩の調製を行

い，それらの導電性をラジカルカチオン塩の組成およびオリゴチオフェンの共役鎖長と相関させて明らかにし

ている。また，オリゴチオフェンの光電変換特性と共役鎖長との相関を明らかにし，オリゴチオブェンが有機

光電変換素子用の優れた p 型半導体として機能することを見いだしている。

以上のように，本論文は，これまで研究の行われていなかった新しいタイプの導電性有機物質を創出し，導電性と

分子構造との相関を明らかにするとともに，開発した一群の高分子・オリゴマーが優れた二次電池電極材料，光電変

換材料として機能することを見いだしており，高分子化学，有機材料化学の発展に寄与するところが大きい。よって，

本論文は博士論文として価値あるものと認める。




